




史跡仙台城跡の植生修景整備について（案） 

教育局文化財課 

 

１．経緯・目的 

(1)経緯 

史跡仙台城跡においては、平成 31 年に策定した『史跡仙台城跡保存活用計画』に基づき、平成 17 年

策定の『仙台城跡整備基本計画』を見直して令和 3 年 3 月に『史跡仙台城跡整備基本計画』(概要版参

照)を策定した。仙台城跡の植生修景整備は、史跡仙台城跡整備基本計画に基づき実施するものである。 

 

(2)目的 

〇国指定史跡として適切な管理と整備を行い、保存と活用を図り、仙台城跡の本質的価値を市民や来訪

者に発信する。また、来訪者の安全も確保する。 

〇現在仙台城跡に生育する植生を適切に整備し、仙台城が機能していた時代の状態に近づけることで歴

史的価値の顕在化を図る。また、史跡の保存と活用に繋げる。 

〇植生整備にあたっては、史跡の保存・整備、来訪者の安全、天然記念物青葉山や仙台城跡に現在生育

する動植物を包括した自然環境との調和を踏まえて実施し、政宗ビューの実現を目指す。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 植生修景整備 

史跡仙台城跡整備基本計画で定めた植生修景方針に基づき、植生調査を行ったうえで植生修景計画

を策定し、希少な植生に配慮しつつ、植生の伐採・剪定・保全・植栽等を行う。 

 

（１）植生調査 

・仙台城跡の現状樹木の調査を令和３年度に実施 

・調査内容：胸高直径１０㎝以上の樹木を対象に、樹種、胸高直径、樹高、位置、生育状況の項目で

行い、植生調査票と植生配置平面図を作成。 

 

（２）植生修景計画 

・植生調査の成果を踏まえ、今年度『史跡仙台城跡植生修景計画』を策定中。 

資料‐１ 

植生修景
整備

史跡の保
存・整備

来訪者
の安全
性

自然環
境との
調和

歴史的背景を踏まえた本丸跡から

の眺望と、自然環境と調和した城

郭らしさを持つ市街地からの景観 

「政宗ビュー」の実現 

歴史的価値の顕在化 



（３）植生修景整備 

 ・植生修景整備は年度ごとに進めていくこととし、令和４年度に実施する植生修景整備を第１次植生

修景整備とする。 

 【第１次植生修景整備】 

・東丸（三の丸）土塁一部の顕在化、本丸北壁石垣一部の顕在化、本丸平場ライン一部の顕在化。 

①各地点の修景整備方針（図１参照） 

■東丸（三の丸）土塁の一部顕在化 

A 除草…草本、低木類を除去（水際は可能な範囲まで） 

B 間引き…土塁上に繁茂する一部の樹木の間引き伐採及び土塁天端高さまでの枝打ち 

C 危険木・支障木伐採…巽門登城路入口付近の土塁形状の顕在化、史跡の保存及び来訪者の安全のた

めの危険木・支障木の伐採。 

■本丸北壁石垣および本丸平場ラインの一部顕在化 

D 伐採・剪定…本丸北東部に繁茂する樹木について伐採・剪定 

E 竹 林 伐 採…本丸東側に繁茂する竹林の伐採 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 間引き 

C 危険木・支障木伐採 

A 除草 

D 伐採・剪定 

E 竹林伐採 

石垣顕在化範囲 

本丸跡 

東丸（三の丸）

図１ 第 1次植生修景整備計画図 



②整備イメージパース（図２・３参照）  

 ・第 1 次植生修景整備が完了した令和５年度の姿のイメージパース 

・視点場：令和５年度に開館する仙臺緑彩館前の広場に設定 

・現時点でのイメージ図であるため変更になる可能性がある 

 

図２ パース視点場位置図 

 
図３ 整備イメージパース図 



３．令和４年度植生修景整備関連スケジュール 
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整 備 基 本 計 画 前期【 令和3（ 2 0 2 1 ） ～令和7（ 2 0 2 5 ） 】 後期

整備に向けた調査（ 大手門）

大手門整備ゾーン
【 大手門整備区域・ 二の丸詰門整備区域

・ 扇坂下整備区域】

東丸(三の丸)整備ゾーン
【 東丸（ 三の丸） 外構整備区域】

登城路整備ゾーン
【 登城路整備区域・ 造酒屋敷整備区域】

本丸整備ゾーン
【 本丸縁辺地整備区域】

修景(維持管理)

整備に向けた調査

修景（ 植生）

修景（ 植生） 設計・ 施工

修景（ 植生） 設計・ 施工

設計・ 施工

植生調査・ 計画

大手門周辺（ 大手門・ 中島池・ 二の丸詰門） 発掘調査

大手門石垣測量調査（ 石垣測量・ 動態観測）

測量調査（ 石垣測量・ 動態観測）

東丸土塁発掘調査

巽門登城路発掘調査

扇坂下厩発掘調査

大手門復元関連基礎調査（ 史資料調査・ 地形測量）

修景（ 植生）

史跡仙台城跡整備基本計画　 概要版
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史 跡 仙 台 城 跡 整 備 基 本 計 画
概 要 版

計 画 に つ い て

　 本計画は、 平成 31年 1月に策定し た史跡仙台城跡保存活用計画に基づ

いて、 平成 17 年 3月に策定し た仙台城跡整備基本計画（ 前計画） の内容

を見直し 、 史跡仙台城跡の整備と保存・ 活用を進めることを目的とします。

　 計画期間は令和 3 年度から 令和 20 年度とし 、 令和 3 年度から令和 12

年度の10 年間に優先的に実施する整備内容を事業計画として示し ます。

仙台城跡の本質的価値（ 史跡が本来的に有する歴史上・ 学術上の価値）

を顕在化し 、 歴史と 趣を感じ る城郭らし い景観と 、 来訪者が楽し みなが

ら 学べる環境を実現し 、 本市の都市個性を象徴する場所として『 新し い

杜の都』 のまちづく りに資することを目指します。

本 質 的 価 値

　 本丸跡、二の丸跡、東丸（ 三の丸） 跡などの主要な曲輪（ 平場） や登城路などの、

城郭の基本的形状や遺構が良好に残っており 、 当時の様子がよく 見て取れます。

また、 各遺構では多く の遺物も 確認されています。

　 仙台城跡は、 青葉山と その麓に築かれ

た日本の近世を代表する城跡です。 伊達

政宗によって慶長 6 年（ 1601） より 築城が

開始さ れ、 以後幕末まで仙台藩主の居城

として藩政の中心にありまし た。

　 明治維新後は廃城と なっ たも のの、 取

り 壊し や火災の被害を 受けずに残ってい

た大手門と大手門脇櫓が昭和 6 年（ 1931）

に国宝に指定さ れまし たが、 昭和 20 年

（ 1945） の空襲により 焼失し まし た。 戦後

は米軍の駐留を 経て、 大学や博物館、 公

園などに利用され市民に親しまれる場所と

なりまし た。 

　 その後、 発掘調査等 を 継続的に実施

し 、 その成果により 城郭全体の価値が評

価され、 平成15 年（ 2003） 8月に国の史跡

に指定されまし た。

史 跡 仙 台 城 跡 と は

H 1 7 R 2 0R 1 3R 1 2R 3H 3 1
（ 2 0 0 5 ） （ 2 0 3 8 ）（ 2 0 3 1 ）（ 2 0 3 0 ）（ 2 0 2 1 ）（ 2 0 1 9 ）

保存活用計画（ 計画期間 2 0 年間）

前計画 史跡仙台城跡整備基本計画（ 計画期間 1 8 年間）

事業計画期間 (1 0 年間 ) 次期事業計画期間

次世代に継承し ていく べき 仙台城跡の歴史上・ 学術上の価値

事 業 ス ケ ジ ュ ー ル 今後10 年間で 優先的に実施する 整備のスケジュール

良 好に 残る 城 郭全 体 の基 本 的形 状と 各 遺 構1

　 仙台城跡は、 徳川政権確立へ向かう 政治情勢の過程が反映された、 戦国期の

『 山城的性格』 と 近世期の『 平城的性格』 を併せ持つ城郭構造に特徴があります。

時 代の移り 変わり を 示す 城 郭 構 造2

　 本丸北壁石垣の発掘調査により 、 3 時期にわたる石垣の変遷と 近世期の石垣修

復履歴が明らかになりまし た。 また、 城内各所に残る石垣にも 、 石材の加工方法

や積み方に違いが見られるなど、 仙台城の歴史を知る手がかりとなっています。

本丸 北 壁石垣の変 遷と 城内の石垣に み る 変化3

　 伊達政宗は、 伝統を重んじ つつ新し い要素を組み入れることにより 特色のある

文化を築きまし た。 こ れまでの発掘調査でも大広間を 含めた御殿群や、 ヨ ーロッ

パ産硝子器や金箔瓦など 政宗らし さ をう かがわせる特徴的な遺構・ 遺物を確認

しています。

政 宗ら し さ を う かがわせる 特 色あ る 遺構と 遺 物4

　 青葉山に抱かれた仙台城跡は、「 仙台」 発祥の地として、 地域と共に歴史を刻

んできまし た。 本丸跡からの眺望は来訪者に緑豊かな景観を印象付け、「 杜の都」

の呼称の普及に大きく 貢献しまし た。

杜の 都仙台の象 徴5

本丸北壁石垣

    出土遺物（ ヨ ーロ ッ パ産硝子器）  

明治初期の二の丸跡
( 仙台市博物館所蔵に追記 )

大手門大手門

大橋

二の丸御殿二の丸御殿

発行　 令和３ 年 3 月

く る わ

整備全体のイ メ ージ図（ 本質的価値が顕在化さ れた姿）

仙台城跡航空写真（ 2 0 1 6 年撮影）

※現時点での整備イメ ージ図であり 、 今後整備内容を変更する場合があり ます。

本丸

東丸 ( 三の丸 )

二の丸

広瀬川

御裏林

千貫沢

竜の口渓谷

【 令和8（ 2 0 2 6 ） ～令和1 2（ 2 0 3 0 ） 】

各種調査 景観整備 史跡整備

※整備内容・ スケジュ ールは予定であり 、 今後、 変更する場合があり ます。

【 編集】



　 調査成果に基づいた史跡整備を行う ため、巽門登城路、

東丸 ( 三の丸 ) 土塁などの発掘調査を実施します。 城内

に残る 石垣については、 災害等によりき損し た際の復旧

の根拠と するため、 現況記録・ 測量調査を実施します。

　 大手門および周辺部の

地形測量・ 史資料調査を

実施し 、 その成果を 踏ま

えて発掘調査を 実施し ま

す。 次期事業計画期間に

基 本 的 な 考 え 方 仙台城跡の目指す姿を 示し た「 コ ン セプト 」 と 整備にあたっ ての「 基本理念」、「 基本方針」

調 査 整備に向けた各種調査

調査・ 修景・ 登城路整備を 3 本の柱と し て整備事業を 行い、 あわせて活用事業も 進めていき ます。

整備ゾ ーン およ び 整備等の対応方針 6 つの整備ゾ ーン の概要と 令和 2 0 年度までの整備方針

「 仙台」 発祥の地　 仙台城跡を
　 　 より城郭らしく 　 地域の誇りと 愛着を育む場へ
　 　 ～新たな杜の都にふさわし い歴史的眺望 “政宗ビュー” の実現～

　「 仙台」 発祥の地である仙台城跡は、 かつて政宗をはじ めと する歴代藩主が城下を見渡し た場所として、 いまも 『 杜

の都』 仙台を見守り 続けています。 こうし た歴史的背景を踏まえた本丸跡から の眺望と 、 自然環境と 調和し た城郭ら

し さ を持つ市街地から の景観を “政宗ビュー” と 象徴的に表現し 、 それらを史跡整備により 実現することで、 仙台城

跡がより 一層地域の誇りと 愛着を育む場になることを目指します。

基 本 理 念 基 本 方 針

　   
（ 1 ） 継続的な調査研究と 維持管理による、 遺構・ 遺物の保存
　    と 次世代への継承

（ 2 ） 城郭らしい景観の顕在化および眺望の確保

（ 3 ） 安全・ 安心・ 快適な城内環境の実現

（ 4 ） 来訪者の回遊性向上

（ 5 ） 様々な来訪者への適切な対応

（ 6 ） 史跡情報の積極的公開・ 活用・ 広報

（ 7 ） 市民協働・ 地域との連携推進

仙台の象徴と し て守り 伝える

歴史・ 文化的遺産

安全・ 快適に史跡に親し み

学べる地域の城

仙台のまちづく り と 地域の

活性化へつなぐ 観光資源

　 大手門を 中心とし た、 二の丸や

扇坂、 中島池を 含む一体的な歴史

的景観と 、 藩政の中枢とし ての二

の丸について理解を深めるゾーン。

　 主に各種調査に基づく 歴史的

建造物の再現と 遺構の整備を目

指す。

大手門整備ゾーン

　 水辺を 散策し ながら 、 自然環

境を 利用し た城郭の水利システ

ムについて理解を深めるゾーン。

　 主に水系の維持管理を目的と

し た整備を目指す。

水系整備ゾーン

　 本丸跡と 、 本丸跡から 望める

経ヶ 峯伊達家墓所等の周辺歴史

資産と の関り について 理解を 深

めるゾーン。

　 主に本丸跡の遺構表示等の整

備と 、眺望に関する整備を目指す。

本丸整備ゾーン

　 堀や土塁といった城郭における

外構の形状や規模と 、 その防御

性について理解を深めるゾーン。

　 主に各種調査成果に基づく 塀

や土塁の顕在化、 土塀の再現や

遺構の整備を目指す。

東丸（ 三の丸） 整備ゾーン

登城路を 中心とし た、 城郭の

構造と 景観について 理解を 深め

るゾーン 。

　 主に往時の路面や形状等の構

造を理解できる整備を目指す。

登城路整備ゾーン

　 自然地形を利用し た山城的性

格を 持つ城郭としての景観の理

解を深めるゾーン。

　 遺構保存と 景観保全の観点から

本丸跡周辺の崖地保全を目指す。

崖地整備ゾーン

 事業計画期間（ 令和 3 ～12 年度） の主な事業内容

おける大手門復元整備事業の開始を目指

し 、 史跡地内の市道の取扱い等につい

て関係部局・ 機関と調整を進めます。

大手門跡

発掘調査の様子 石垣測量の様子

大手門の復元に向けて

　 築城期の大手道（ 本丸へ至るメ インルー

ト ） とさ れる巽門登城路は、 近代以降その

一部が改変されているため、 各種調査成果に

登城路整備 築城期の大手道の再現

基づいて登城路の再現を行います。 また、 登城路に隣

接する曲輪を修景により 顕在化するとともに遺構表示や

来訪者が安全・ 快適に散策するための照明やベンチ、

サイン等の設置を行います。

　 本計画でいう 修景と は、 整備を 通じ て城郭らし い姿

に整えることを言います。

　 現在、 仙台城跡に残る地形や遺構などは植生に覆わ

れ、 市街地からは認識し にくく 、 また本丸跡から の眺望

も 阻害さ れています。 こうし たこと から 、 現状の植生を

調査し 、植生修景計画を策定のうえ、植生の伐採・ 剪定・

保全・ 植栽等を行い、 歴史的景観と 青葉山の自然環境

が調和し た眺望 “政宗ビュー” の実現を目指します。 　

修 景 眺望の確保　 城郭ら し い姿の実現

整備イ メ ージ図（ 広瀬川対岸から ）

　 仙台城跡の魅力をより 多く の方に知ってもら

い、 市民や来訪者が楽し みながら史跡の理解

史跡仙台城跡の魅力の発信と 郷土教育の促進

を深めること ができるよう 、 出前授業や出前講座、 遺跡

見学会、 各種イベント などの活用事業を充実さ せます。

　 ホームページや刊行物の発行などを通じ て、 仙台城跡

の価値や調査成果を積極的に発信するとともに、 石垣清

掃イベント の実施など市民協働事業をより一層進めます。

大手門登城路

巽門登城路

大手門跡

巽門跡

本丸跡

本丸跡

東丸 ( 三の丸 ) 跡

※現時点での整備イ メ ージ図であり 、 今後整備内容を

　 変更する 場合があり ます。

活用
事業

整備
事業

親子石垣見学会の様子

石垣清掃イ ベン ト の様子

コ ン セ プ ト


